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長
閑
な
原
風
景
が
広
が
る
上
小
山
田
町
の
田
中
谷
戸
、

そ
こ
に
湧
く
泉
を
源
流
と
す
る
鶴
見
川
は

鶴
川
で
真
光
寺
川
と
、
川
崎
市
麻
生
区
で
麻
生
川
と
合
流
し

横
浜
市
生
麦
の
河
口
か
ら
東
京
湾
に
注
ぐ
一
級
河
川
。

そ
の
全
長
は
42
・
5
k
m
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

遠
い
昔
、
川
の
水
は
美
し
く
透
き
通
り

ハ
ヤ
が
群
れ
を
な
し
て
泳
い
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

夏
に
な
れ
ば
川
で
泳
ぎ
、
魚
を
捕
ま
え
て
遊
ん
だ
も
の
だ
よ
、と

幼
い
頃
の
想
い
出
話
を
す
る
人
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
の
鶴
見
川
に
ハ
ヤ
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
、
水
質
改
善
に
向
け
た
様
々
な
活
動
の
お
陰
で

最
近
で
は
ヤ
マ
ベ
や
ウ
ナ
ギ
、ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
や
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
が
暮
ら
し

カ
ワ
セ
ミ
や
シ
ラ
サ
ギ
も
飛
ん
で
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

風
薫
る
新
緑
の
頃
に
は
、
大
空
に
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
元
気
な
声
が
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

〝
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
昔
の
川
を
取
り
戻
そ
う
〞

こ
の
想
い
は
ず
っ
と
受
け
継
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
続
く
未
来
の
た
め
に
ー
ー
。

清
流
が
、甦
る
日
ま
で
。

鶴見川参道橋付近（町田市野津田町）　　　 撮影　松田 康司
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和光中学校
共に生きる教育を

和光高等学校
本物の学力と民主的な人格

町田・真光寺キャンパス   学園駐車場あり（無料）

大学キャンパス 和光大学・大学院 世田谷キャンパス 和光幼稚園・和光小学校

和光鶴川幼稚園  
「じぶんっていいな」と思える子どもに

町田市真光寺町1271-1　TEL: 042‐735‐2291

▲

2歳児保育 『はらっぱ』募集中 
 火曜日コース　5/17㈫より　年間20回
 木曜日コース　5/19㈭より　年間20回

▲

3歳児・4歳児  編入生若干名募集中

預かり保育『やどかり』　18時まで

和光鶴川小学校
“できた喜び”を“できる自信”に

町田市真光寺町1282-1　TEL: 042‐736‐0036　

▲

入試・入学相談  毎週火曜日  ※要予約

▲

入試説明会　5/17㈫　9/29㈭　10/14㈮

▲

親子で “鶴小”授業体験
 6/19㈰　7/3㈰　8/28㈰　※要予約

▲

公開行事 運動会  5/28㈯ 秋まつり 10/9㈰

鶴小学童クラブ『わくDO！』あります

詳細は学園ホームページ  各校の「入園情報」「入試情報」をご覧ください。

学校生活のルールには生徒と保
護者の意見が反映されます。授
業は、生徒と教師の共同作業で
す。生徒の「なぜ」「どうして」と
いう問いを大事にします。学ん
だことを自分の世界に閉じ込め
ず、仲間に伝えることによって学

びは深化します。行事を通して、人との触れあいの中から、新しい
自分を発見します。仲間と共に学び、共に何かを創り上げること
がゆるぎない自己肯定感を育みます。

和光高校の学びは、「競い合う」
学びではなく「仲間とつながりあ
う」学びです。知識の「詰め込
み」ではなく、「答えのない問題を
どこまでも追及する」ことを重視
します。そのため、少人数選択
講座が多く、発表・討論、フィー

ルドワーク、レポート作成などに取り組む機会が多いのが特徴で
す。体育祭や文化祭など、さまざまな行事や自治活動とあわせて、
本物の学力と民主的な人格の獲得を目指します。

町田市真光寺町1291　中学校 TEL: 042‐734‐3402 ／ 高等学校 TEL: 042‐734‐3403

腸はチョー長い（体の勉強の一コマ）

▲

入園説明会＋親子であそぼう会（10時～12時）
 7/16㈯　9/4㈰　9/17㈯
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M AC H I DA  S P R I N G  S P E C I A L  I

S P R I N G  F L OW E R S  

春
の

花
め
ぐ
り

春
の
気
配
を
感
じ
た
ら

コ
ー
ト
を
脱
い
で

お
花
を
愛
で
に
出
か
け
ま
し
ょ
う

心
和
む
ピ
ン
ク
の
桜
に
生
命
力
が
漲
る
黄
色
い
菜
の
花
。

艶
や
か
に
咲
き
誇
る
色
と
り
ど
り
の
牡
丹
の
花
や

風
に
揺
れ
る
藤
の
花
。

町
田
の
春
は
お
花
が
い
っ
ぱ
い
！

01

約
4
千
本
の
桜
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

町
田
市
。
恩
田
川
と
尾
根
緑
道
、
芹
ヶ
谷

公
園
の
さ
く
ら
ま
つ
り
に
は
例
年
10
万
人
規

模
の
来
場
者
が
訪
れ
る
。
旭
町
の
町
田
中

央
公
園
や
鶴
間
公
園
、
鶴
川
中
央
公
園
、

小
山
内
裏
公
園
な
ど
の
公
園
や
本
町
田
の

菅
原
神
社
、
成
瀬
の
杉
山
神
社
、
木
曽
の

覺
圓
坊
、
原
町
田
の
浄
運
寺
な
ど
由
緒
あ

る
寺
社
の
数
々
も
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
。
も
ち
ろ

ん
他
に
も
見
ど
こ
ろ
は
い
っ
ぱ
い
。
短
い
桜
の

開
花
期
間
、
町
田
の
桜
を
満
喫
し
よ
う
。

1. 川面が花びらで埋め尽くされる花筏も絶景
の恩田川　2. 朱塗りの鳥居が和の風情を醸
し出す菅原神社　3. 約100本の桜が咲き誇
る芹ヶ谷公園。南口、アプローチ部分も必見
4. ファミリーに人気の町田中央公園　5. 他の
花 と々の競演も美しいぼたん園　6. 菜の花
と桜のコントラストが絶景の尾根緑道　7. 本
堂を美しく彩る桜が見事な覺圓坊

C H E R R Y  B L O S S O M S

菅原神社
町田市本町田802

町田中央公園
町田市旭町3-20

覺圓坊（木曽観音堂）
町田市木曽西4-7-33

薬師池公園　町田市野津田町　　撮影　佐藤 昭一撮影　佐藤 昭一　多賀谷 哲也　藤井 資也

特
集1

桜
色
に
染
ま
る
、

　
　
　
町
田
の
春

恩田川会場
  市立総合体育館裏・成瀬弁天橋公園
JR横浜線成瀬駅徒歩約9分
3/26㈯・27㈰・4/2㈯・3㈰
10:00～16:00

芹ヶ谷公園会場
  芹ヶ谷公園多目的広場
小田急線・JR横浜線町田駅徒歩約13分
4/2㈯・3㈰　10:00～16:00

尾根緑道会場
  大賀藕絲館～種入付近
町田バスセンター15番乗場直行バス約15分
4/2㈯・3㈰　10:00～16:00 ※3日は15:30まで

各
地
で
開
催

さ
く
ら
ま
つ
り

1

3

4

2

5

67

尾根緑道からは
富士山を望めることも┏

さ
く
ら
ま
つ
り

かくえんぼう



 



明
治
31（
1
8
9
8
）年
、東
京
都
南

多
摩
郡
堺
村
相
原
で
農
家
の
二
男
と
し

て
生
ま
れ
た
八
木
重
吉
。
幼
い
頃
か
ら

勤
勉
で
お
と
な
し
い
性
格
だ
っ
た
。
中
学

の
英
語
教
師
を
し
て
い
た
再
従
兄
・
加

藤
武
雄
の
影
響
で
英
語
教
師
を
志
し
、

横
浜
師
範
予
科（
横
浜
国
立
大
学
の
前

身
）を
経
て
東
京
高
等
師
範
学
校（
筑
波

大
学
の
前
身
）を
卒
業
、英
語
教
師
と
な

る
。
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
北
村
透
谷

を
読
み
更
け
り
、キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
深

め
21
歳
で
受
洗
。
師
範
の
時
に
頼
ま
れ

て
家
庭
教
師
を
し
た
島
田
登
美
子
に
一

目
惚
れ
、そ
の
後
恋
文
を
何
通
も
送
り

結
婚
す
る
。
重
吉
24
歳
、登
美
子
は
17

歳
だ
っ
た
。

結
婚
後
は
二
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、

人
生
で
一
番
幸
せ
な
時
期
を
過
ご
す
。
多

く
の
詩
は
こ
の
頃
生
ま
れ
た
。
登
美
子

が
買
っ
て
き
た
リ
ボ
ン
で
綴
じ
た
手
製

の
詩
集
も
作
っ
た
。
し
か
し
28
歳
の
時

に
肺
結
核
に
倒
れ
茅
ヶ
崎
の
病
院
へ
入

院
、そ
の
後
自
宅
療
養
中
に
29
歳
の
若

さ
で
昇
天
し
た
。

重
吉
は
生
前
、殆
ど
無
名
だ
っ
た
。

詩
集
も
発
行
し
た
の
は「
秋
の
瞳
」僅
か

一
冊
。
病
床
で
自
選
し
た
詩
を
ま
と
め

た「
貧
し
き
信
徒
」を
加
藤
武
雄
が
死
後

3
か
月
で
自
費
出
版
、戦
時
中
の
昭
和

17
年
に
彼
を
愛
惜
し
た
加
藤
武
雄
や

草
野
心
平
、佐
藤
惣
之
助
ら
に
よ
り

『
八
木
重
吉
詩
集
』が
刊
行
。
そ
れ
が

特
集2

小
林
秀
雄
の
目
に
触
れ
次
第
に
名
声
を

得
て
い
っ
た
。
現
在
、刊
行
さ
れ
た
関
連

書
籍
は
数
え
き
れ
な
い
。

重
吉
の
詩
を
世
の
中
に
知
ら
し
め
ん
と

奔
走
し
た
の
が
登
美
子
だ
っ
た
。
重
吉
の

死
後
、二
人
の
子
ど
も
も
結
核
で
相
次
い

で
失
い
、失
意
の
ど
ん
底
で
重
吉
の
遺
稿

を
抱
き
、そ
の
作
品
を
広
め
る
こ
と
だ
け
が

彼
女
を
支
え
た
。
後
に
歌
人
の
吉
野
秀
雄

と
再
婚
し
93
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
素
朴
な
琴

こ
の
明
る
さ
の
な
か
へ

ひ
と
つ
の
素
朴
な
琴
を
お
け
ば

秋
の
美
し
さ
に
耐
え
か
ね
て

琴
は
し
ず
か
に
鳴
り
い
だ
す
だ
ろ
う

重
吉
の
詩
は
ど
れ
も
と
て
も
短
い
。

無
駄
な
言
葉
を
排
除
し
、優
し
く
、時
に

ス
ト
レ
ー
ト
に
心
の
中
に
響
い
て
く
る
。

テ
ー
マ
は
家
族
や
ふ
る
さ
と
、そ
し
て
信

仰
を
め
ぐ
る
葛
藤
な
ど
が
多
い
が
、純
真

で
穢
れ
な
い
感
受
性
が
言
葉
の
中
に
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。

毎
年
10
月
26
日
、重
吉
の
命
日
に
相

原
に
愛
好
家
が
集
い
、墓
前
に
祈
り
を

捧
げ
、詩
の
朗
読
や
交
流
が
行
わ
れ
る

『
茶
の
花
忌
』。
生
家
の
蔵
を
改
装
し
た

「
世
界
一
小
さ
い
記
念
館
」が
人
々
で
溢

れ
か
え
る
秋
の
一
日
だ
。
時
を
超
え
て

彼
の
作
品
は
今
も
多
く
の
人
の
心
の
中

に
生
き
続
け
て
い
る
。

M AC H I DA   S P R I N G   S P E C I A L  II

J U K I C H I  YAG I

八
木

1. 登美子と2人で作った手作りの詩集　2. 大
自然に囲まれた相原町の生家　3. 1984年に甥
の八木藤雄氏により土蔵を改装して作られた記
念館　4. 生前の写真。左から登美子、桃子、重吉
5. 「素朴な琴」が自筆で刻まれた石碑　6. 10月
26日の命日に行われる「茶の花忌」には全国か
らファンが訪れる

八木重吉記念館 町田市相原町4 473　JR横浜線相原駅よりバス20分「大戸橋」下車　042-783-1877（17時～20時）　開館日/水曜・土曜　11時～16時　見学は無料ですが    予約が必要です　8月以 降、企画展準備のため休館となります　http://w w w.jukichi-yagi .org/

八木重吉企画展 2016年10月22日㈯～12月25日㈰　　場所/町田市民文学館ことばらんど
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生
き
る
力
、

夭
逝
の
詩
人

町
田
市
相
原
に
生
ま
れ
た
奇
跡
の
詩
人
が
い
る
。

29
年
の
短
い
人
生
で
綴
っ
た
光
の
粒
の
よ
う
な
彼
の
詩
は

草
野
心
平
や
高
村
光
太
郎
、
小
林
秀
雄
ら
を
魅
了
し

今
で
も
多
く
の
人
の
心
を
掴
ん
で
離
さ
な
い
。

重
吉

2

3

1

76

5

4

詩
人そ
し
て
家
族
愛
。

、八
木
重
吉

じ
ゆ
う  

き  

ち

と
う 

こ
く

け
が
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56

4

ゼ
ル
ビ
ア
の
前
身
で
あ
る
F
C
町
田

が
産
声
を
上
げ
た
の
は
1
9
7
7
年
。

町
田
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
導
で
作
ら
れ
た

小
学
生
の
選
抜
チ
ー
ム
F
C
町
田
は
、

結
成
初
年
度
に
い
き
な
り
史
上
最
強
と

恐
れ
ら
れ
て
い
た
清
水
F
C
か
ら
勝
利

を
も
ぎ
取
っ
た
。
4
年
後
に
は
全
国
制

覇
を
果
た
し
、
町
田
の
名
前
は
全
国
区

と
な
っ
た
。
多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩

出
す
る
も
、
そ
の
後
の
受
け
皿
と
な
る

チ
ー
ム
が
な
く
選
手
は
町
田
を
去
る
し
か

な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
に
町
田
の
サ
ッ

カ
ー
関
係
者
は
業
を
煮
や
し
、
85
年
に

ジ
ュニ
ア
ユ
ー
ス
、
86
年
に
ユ
ー
ス
、
そ
し

て
89
年
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
た
。

東
京
都
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
4
部
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
途
中
か
ら
ゼ
ル
ビ
ア
と
い
う
名
を

冠
し
た
ク
ラ
ブ
は
20
年
を
か
け
J
F
L
に

昇
格
。
2
0
1
1
年
に
は
夢
の
J
リ
ー

グ
昇
格
も
果
た
す
。
数
え
き
れ
な
い
程

多
く
の
苦
難
も
あ
っ
た
が
、
挫
け
ず
に
ク

ラ
ブ
も
サ
ポ
ー
タ
ー
も
走
り
続
け
た
。

「
目
指
し
て
い
る
の
は
試
合
に
勝
つ
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
希
望
や
誇

り
と
な
る
、
子
ど
も
達
に
夢
を
与
え
ら

れ
る
ク
ラ
ブ
に
な
る
こ
と
」
―
―
そ
う

語
る
の
は
黎
明
期
か
ら
ク
ラ
ブ
を
支
え

て
き
た
守
屋
実
氏
だ
。
サ
ッ
カ
ー
に
関

わ
っ
て
40
年
以
上
に
な
る
。
町
田
と
い

う
地
域
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
、
こ
の

特
集3

二
つ
を
サ
ッ
カ
ー
で
育
み
た
い
と
い
う
熱

い
想
い
は
当
時
の
ま
ま
だ
。

こ
う
し
た
志
は
、
現
在
N
P
O
法
人

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
（
A
C
）
町
田
で

行
っ
て
い
る
活
動
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
。サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な

ス
ポ
ー
ツ
の
育
成
と
地
域
活
性
化
を
目

標
に
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
る
。小
学

校
へ
の
出
前
サ
ッ
カ
ー
や
幼
稚
園
で
の
読

み
聞
か
せ
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
サ
ッ

カ
ー
や
農
業
体
験「
い
も
づ
る
の
会
」な

ど
、
大
勢
の
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。ホ
ー
ム
の
試
合
後

に
開
催
さ
れ
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
」

で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
子
ど
も
達
は
、
延
べ

1
万
人
以
上
に
な
る
計
算
だ
。な
で
し
こ

を
目
指
す
「
コ
パ
ゼ
ル
ビ
ア
レ
デ
ィ
ー
ス
」

も
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
ま
だ
や
っ
と
夢
半
ば
と
い
う
と
こ

ろ
か
な
。
で
も
、
照
明
も
な
い
デ
コ
ボ
コ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
た
あ
の
頃
か

ら
思
え
ば
、
今
は
全
て
が
夢
の
よ
う
。

星
（
大
輔
）
く
ん
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
、
そ
の
孫
が
ピ
ッ
チ
で
J
1
昇

格
の
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
。
そ
ん
な
日
が
い

つ
か
来
た
ら
い
い
な
ぁ
。
僕
は
も
う
生

き
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね
。」

守
屋
氏
が
描
く
夢
は
ゼ
ル
ビ
ア
を
愛
す

る
全
て
の
人
た
ち
の
夢
で
も
あ
る
。

M AC H I DA  S P R I N G  S P E C I A L  III
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F
C
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

1. 昭和48年に守屋氏を中心に作った小山FC。
荒地を耕し、ゴールは丸太で作った　2. 地域の
スポーツ活動にも参加している　3. 相模原市
の職員から小学校教諭に転身、サッカーに携
わってきた守屋氏　4. 小学校で道徳の授業を
行う竹中穣氏　5. 読み聞かせを行うゼルビア
ひろめ隊の酒井良氏　6. 女子サッカー普及の
取り組みも始められている

FC町田ゼルビア　http://www.zelvia.co.jp/　　ホーム開催日程　3/20㈰  vsツエーゲン金沢　 4/3㈰  vs北海道コンサドーレ札幌　 4/23㈯  vs V・ファーレン長崎　 5/3（火・祝）  vs FC 岐阜　 5/15㈰  vsギラヴァンツ北九州
NPO法人アスレチッククラブ町田　http://acmachida-zelvia.com/
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夢
は
、50
年
後
も
1
0
0
年
後
も
愛
さ
れ
続
け
る

『
お
ら
が
町
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
』

少
年
サ
ッ
カ
ー
の
町
と
言
わ
れ
る
町
田
市
で

ゼ
ル
ビ
ア
が
挑
む
2
度
目
の
J
2
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
し
た
。

ゼ
ル
ビ
ア
と
い
う
名
で
チ
ー
ム
が
稼
働
し
た
の
は
1
9
9
6
年
だ
が
、

そ
の
20
余
年
前
か
ら
種
を
蒔
い
て
き
た
大
勢
の
人
た
ち
が
い
る
。

ゼ
ル
ビ
ア
に
託
さ
れ
た
夢
は
、強
い
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く

果
て
し
な
く
続
く
、大
き
な
大
き
な
未
来
だ
っ
た
。



 



阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
21
年
、東

日
本
大
震
災
か
ら
5
年
が
経
っ
た
。
2

つ
の
大
き
な
震
災
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
町
内
会
・
自
治

会
の
存
在
。
町
内
会
・
自
治
会
が
機

能
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
救
急
や
復
旧

に
影
響
し
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
。
勿
論
、古
来
か
ら
形
成
さ
れ
て

き
た
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
様
々
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。
町

田
市
の
町
内
会
・
自
治
会
は
現
在
、全

部
で
3
0
8
団
体
、加
入
世
帯
率
は
約

55
%
。
市
内
を
10
地
区
に
分
け
、町
内

会
・
自
治
会
連
合
会
と
い
う
組
織
で

束
ね
て
い
る
。
今
回
は
木
曽
地
区
町
内

会
・
自
治
会
連
合
会
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

史
あ
る
街
・
木
曽
地
区
は
、昭
和

60
年
に
忠
生
地
区
か
ら
分
割
し

た
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
。
管
内

に
は
17
の
町
内
会
・
自
治
会
が
あ
り
、

5
8
1
7
の
世
帯
が
加
入
し
て
い
る

（
27
年
4
月
現
在
）。
加
入
世
帯
の
半

数
は
集
合
住
宅
で
、高
年
齢
化
が
深
刻

な
反
面
、新
興
住
宅
地
に
引
越
し
て
き

た
転
入
者
の
加
入
も
多
く
、新
旧
の
住

民
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
町
内
会
・

自
治
会
を
運
営
で
き
て
い
る
。

町
内
会
・
自
治
会
と
し
て
の
活
動

は
古
く
か
ら
伝
わ
る
歴
史
行
事
の
伝

承
も
含
め
、ど
ん
ど
焼
き
や
盆
踊
り
な

ど
の
季
節
行
事
、複
数
の
地
区
と
合
同

で
行
う
防
災
訓
練
や
見
守
り
、防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
が
主
だ
。

「
町
田
市
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
あ
る
木

曽
は
平
坦
な
地
形
が
多
い
の
で
、万
が

一
の
時
も
比
較
的
被
害
は
少
な
い
地
区

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、3
・
11
や
阪

神
大
震
災
以
降
に
若
い
人
を
中
心
に

災
害
へ
の
意
識
が
と
て
も
高
く
な
り
、

防
災
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。」そ
う
語

る
の
は
会
長
の
宮
本
さ
ん
だ
。

災
意
識
の
高
ま
り
に
併
せ
、避
難

所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
独
自
で

作
成
し
た
。
施
設
ご
と
の
特
徴
や
利
用

の
仕
方
、ル
ー
ル
、防
災
グ
ッ
ズ
の
取
扱

い
な
ど
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

防
犯
活
動
も
、民
生
委
員
や
近
隣
の

小
中
高
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
組
織

だ
っ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
を
町
田
の
中
で
い

ち
早
く
始
め
た
エ
リ
ア
。
警
察
の
防
犯

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
時
に
は
、都
県
境
パ

ト
ロ
ー
ル
の
モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
着
用
や

活
動
日
誌
の
徹
底
化
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、防
災
と
併
せ
て
高
い
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
意
識
が
う
か
が
わ
れ
る
。

の
町
内
会
・
自
治
会
と
同
様
に
、

会
長
や
役
員
の
担
い
手
不
足
と
い

う
課
題
も
あ
る
。
地
元
に
古
く
か
ら
住

ん
で
い
る
人
か
、自
営
も
し
く
は
定
年

退
職
後
に
時
間
が
自
由
に
な
る
人
が
仕

方
な
く
、と
い
う
場
合
が
多
い
が
、会
長

の
宮
本
聖
士
さ
ん
は
、現
役
世
代
で
会

長
職
を
こ
な
す
稀
少
な
存
在
だ
。
防
災

や
防
犯
に
積
極
的
に
取
り
組
む
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
で
も
あ
り
、そ
ん
な
会
長

を
支
え
る
副
会
長
の
紅
林
さ
ん
は
、木

曽
に
引
越
し
て
か
ら
約
20
年
、そ
の
前

は
高
ヶ
坂
で
も
町
内
会
長
を
務
め
た
ベ

テ
ラ
ン
だ
。一
方
、地
元
に
生
ま
れ
育
っ

た
石
川
さ
ん
は
木
曽
上
横
町
町
内
会
の

会
長
に
な
っ
て
4
年
だ
が
、彼
も
ま
た
副

会
長
職
を
長
年
務
め
て
き
た
実
績
が
あ

る
。「
昔
は
会
長
を
名
誉
職
と
し
て
引
き

受
け
て
く
れ
た
が
、最
近
は
雇
用
延
長
等

も
あ
り
、町
内
会
の
役
職
に
目
を
向
け
て

く
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
。」三
人
と

も
町
内
会
の
存
続
を
危
惧
し
て
い
る
。

方
、昨
年
設
立
し
た
地
区
協
議
会

で
も
主
な
活
動
は
防
災
対
策
だ
。

昨
年
暮
れ
に
は
50
名
以
上
の
会
員
が
参

加
し
て
、簡
易
ト
イ
レ
や
簡
易
間
仕
切

り
テ
ン
ト
の
組
み
立
て
、浄
水
器
な
ど

様
々
な
防
災
グ
ッ
ズ
の
使
用
体
験
を

行
っ
た
。「
実
際
に
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
で
す
か
ら
。
日
頃
か
ら
準
備

し
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
こ
れ
か
ら
も

防
災
に
は
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
、万

が
一
に
備
え
て
い
き
た
い
。」行
動
力
の

あ
る
若
い
会
長
の
頼
も
し
い
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
。

歴

防

他

一

若
い
会
長
が
牽
引
す
る

防
災
・
防
犯
の
モ
デ
ル
地
区
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木
曽
地
区
町
内
会
・
自
治
会
連
合
会

会
長　
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士
さ
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副
会
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ん
／
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志
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ん
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ば
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と
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加入に関するお問い合わせ　町田市町内会・自治会連合会   042-722-4262

B

A
・正
月
の
伝
統
行
事「
ど
ん
ど
焼
き
」　
B
・夏
休
み
に
開
催
さ
れ
る「
盆
踊
り
大
会
」

木曽上横町町内会の会長も務める
副会長の石川和美さん

木曽地区町内会・自治会連合会
会長の宮本聖士さん

木曽境川小学校避難所
運営マニュアル

A

副会長の紅林里志さんは、
木曽親和会の会長も務めている

木曽境川小学校避難所木曽境川小学校避難所木曽境川小学校避難所



ひ
き
こ
も
り
が
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
傷

つ
き
、孤
立
し
、辛
い
思
い
を
し
て
い
る

人
が
踏
み
出
す『
は
じ
め
の
一
歩
』は
本

当
に
勇
気
が
い
る
。そ
ん
な
一
歩
に
寄
り

添
い
、そ
の
人
ら
し
さ
が
実
現
す
る
き
っ

か
け
作
り
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
た
ら
。

―
そ
ん
な
想
い
で
、ひ
き
こ
も
り
状
態

の
若
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
、

ま
た
音
楽
活
動
を
通
し
て
自
己
表
現
の

場
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
団
体
が

「
N
P
O
法
人
ゆ
ど
う
ふ
」だ
。

岡
さ
ん
は
、
杉
並
区
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
臨
床
心
理
士
だ
っ
た
。

昨
年
の
3
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
、
現
在
は
理
事
長
と
し
て
ひ
き
こ
も

り
支
援
事
業
と
音
楽
事
業
、
２
本
の
柱

で
活
動
し
て
い
る
。
現
在
ス
タ
ッ
フ
は
7

名
、
会
員
は
30
名
程
だ
。『
ゆ
ど
う
ふ
』

と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
「
温
か
い
鍋

の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
発
揮
さ

れ
る
よ
う
な
場
で
あ
り
た
い
」
と
い
う

願
い
を
こ
め
て
い
る
。

学
時
代
か
ら
バ
ン
ド
活
動
を
や
っ

て
い
た
。「
実
は
大
学
の
卒
論
の

テ
ー
マ
が
『
路
上
ラ
イ
ブ
』
で
し
た
。

路
上
ラ
イ
ブ
っ
て
演
者
と
観
客
の
線
引

き
が
な
い
と
言
う
か
、
あ
の
一
体
感
の

あ
る
雰
囲
気
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
。」

そ
う
語
る
辻
岡
さ
ん
は
、
バ
ン
ド
活
動

を
し
て
い
た
時
、
も
の
凄
く
才
能
が
あ

る
の
に
人
前
で
演
奏
す
る
の
が
苦
手
な

人
が
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
と
い
う
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
そ
う
い
っ
た
人
た

ち
に
演
奏
の
場
を
提
供
す
る
活
動
を
始

め
た
の
が
２
０
０
４
年
。
5
年
目
く
ら

い
に
は
福
祉
施
設
か
ら
演
奏
を
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

「
私
た
ち
の
音
楽
支
援
活
動
に
は

『
君
の
声
が
誰
か
に
届
く
』
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
て
、
こ
の
コ
ピ
ー
に

は
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
誰
か
に
想
い
を

伝
え
て
ほ
し
い
と
同
時
に
、
自
分
は
こ

ん
な
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
と
い
う
自
己

発
見
を
し
て
く
れ
た
ら
、
と
い
う
想
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
年
間
こ
の

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
ラ
イ
ブ

に
出
て
良
か
っ
た
、
自
信
が
付
い
た
、

と
い
う
声
も
沢
山
聞
け
ま
し
た
。」

そ
ん
な
活
動
を
10
年
間
、
仕
事
が
オ

フ
の
毎
週
土
日
に
ず
っ
と
続
け
て
き
た

が
、
ラ
イ
ブ
直
前
に
突
然
練
習
に
来
な

く
な
っ
た
り
、
音
信
不
通
に
な
っ
た
り

す
る
人
が
現
れ
た
。
病
院
で
診
療
に
来

ら
れ
な
く
な
る
患
者
と
同
じ
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
人
こ
そ
重
症
で
、
ケ
ア
が
必

要
な
は
ず
だ
。
病
院
と
音
楽
の
現
場
、

2
つ
の
現
場
か
ら
『
ひ
き
こ
も
り
』
の

存
在
に
注
目
し
始
め
た
。
音
楽
だ
け
で

繋
が
れ
な
い
人
に
、
も
っ
と
繋
が
れ
る

場
を
作
ろ
う
、
臨
床
心
理
士
の
仕
事

と
、
10
年
間
の
音
楽
活
動
の
中
で
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
『
ひ
き
こ
も
り
』
と

い
う
同
じ
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
こ
そ
自
分

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
と
確
信
し
た
。

在
行
っ
て
い
る
ひ
き
こ
も
り
支

援
事
業
は
、
主
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
運
営
と
当
事
者
、
家
族
に
対
す
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
対
外
交
流
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
参
加
の
場
の
提

供
、
そ
し
て
他
の
就
労
支
援
機
関
へ
の

橋
渡
し
と
な
る
基
礎
支
援
だ
。

も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
音
楽
事
業

は
、
勇
気
が
足
り
な
く
て
人
前
で
演
奏

で
き
な
い
人
の
活
動
を
、
こ
れ
ま
で
通

り
後
ろ
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ

の
２
つ
の
活
動
に
は
共
通
点
も
あ
り
、

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
に
来
た
人
が
ラ
イ

ブ
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
ラ
イ
ブ
を
聞

き
に
行
く
こ
と
で
社
会
復
帰
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
活
動
の
方
は
正

直
、資
金
的
に
は
厳
し
い
の
が
現
実
だ

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
ん
な
状
況
下
で

も
前
を
向
き
、
決
し
て
諦
め
る
こ
と
は

な
い
。き

こ
も
り
や
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
て
い
る
若
者
の
増
加
は
、
こ

の
時
代
に
生
き
る
人
皆
に
共
通
し
た

現
象
で
あ
る
と
同
時
に
課
題
で
も
あ

る
。「
僕
は
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
の
『
人
生

は
短
い
、
友
よ
、
争
っ
て
い
る
暇
は
な

い
』と
い
う
言
葉
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

縁
あ
っ
て
同
時
代
に
生
を
受
け
た
同
志

が
皆
自
分
ら
し
く
人
生
を
歩
む
世
界
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
そ
う
思
っ
て
こ
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。」
辻
岡
さ
ん
の
高

い
志
は
、
き
っ
と
大
勢
の
人
に
生
き
る

力
を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

C DB

B.  他グループと合同で行った秋の音楽祭　C.  福祉施設での演奏。町田で行ったこともある　D.  2004年から継続しているゆどうふライブ

A.  『ひきこもり』支援は自身のライフワークだという辻岡さん
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NPO法人 ゆどうふ
東京都町田市鶴川2‐19‐14
TEL 042-860-2790　http://yudofu.or.jp

全
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
、

人
生
を
歩
む
世
界
で
あ
っ
て
欲
し
い

N
P
O
法
人 

ゆ
ど
う
ふ

　
　理事
長  

辻
岡 

秀
夫
さ
ん

A



桜の練りきり
13 5 y e n  ｜  三善堂

町田市原町田3 -8 -23　042-723 -1334

9 :30～19 :00　日休
ht tp: //v i ta .tc /shops/372 /

ルビーポルト酒で低温マリネした林檎とそのジュの
グラニテ カルヴァドスアイスのパフェ
1 , 6 0 0 y e n  ｜  カフェ中野屋

さくらフレーズ
2 , 5 0 0 y e n  ｜  パティスリークール & ハート

町田市金井5 -19 -17　042-860 -2066

10 :00～19 :00　水&第3火休
ht tp: //coeur-and-hear t .com/

菖蒲の練りきり
2 3 0 y e n  ｜  菓匠  紅照　町田店

町田市つくし野3 -21-17　042-795 -7895

9 :00～19 :00　火休
ht tp: //v i ta .tc /shops/380 /
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桜が薫るマスカルポーネのムースと苺ムースの間には生ク
リームと大納言。桜も苺の甘酸っぱさも楽しめる秀逸なバ
ランス。パティシエ歴25年の店主が
昨年オープンした注目のパティスリー。

ラ・フルール
3 , 0 0 0 y e n  ｜  パティスリーファン

町田市忠生3 -1-32  ロイヤル忠生1F　042-794-9311

9 :00～19 :00　水&第1・第3火休
ht tp: // faon. j imdo.com/

チョコレートで作った淡いピンクのカーネーションが美しい母の日限定スイーツ。
ケーキ部分はマダガスカルバニラのババロアを忍ばせた、フランボワーズ（木苺）の
ムース。母の日の週末（5/7・8）以外のご注文は10日前までの予
約で購入が可能。サイズは4号（直径12cm）

春
の
お
花
め
ぐ
り
を
し
た
後
は
、
美
味
し
い
も
の
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。

見
て
い
る
だ
け
で
も
う
っ
と
り
し
て
し
ま
う
、
可
愛
い
ス
イ
ー
ツ
た
ち
を
ご
紹
介
。

お
花
ス
イ
ー
ツ

F
lo
w
e
r
 S
w
e
e
ts

※表示価格は「消費税込み」の価格です。

3
春
を

い
ざ
な
う

町田市原町田4-11-6  中野屋新館1F

042-725 -4104

11:00～17:00頃  材料がなくなり次第終了　第2・第4水休
ht tp: //v i ta .tc /shops/130 /

富澤商店

ぽっぽ町田

町田街道
ジョナサン

交番
109

東急

JR町田駅

小
田
急

町
田
駅

カフェ
中野屋

パティスリー
ファン

町田工業高校

ファミマ

町田街道忠生
→
木曽

JA

忠
生
公
園

鎌
倉
街
道 町田リス園

スーパー
三和

至 菅原神社

AOKI

KFC

鶴川駅
→金井入口

クール&ハート

ことばらんど

セブン
イレブン109

東急

町田街道

郵便局

交番

三善堂

JR町田駅

小
田
急

町
田
駅

R246

びっくり寿司

つくし野3

スーパー三和

つくし野駅
すずかけ台駅 町

田
街
道

菓匠 紅照
町田店

献上銘菓の「つくし野どうふ」ほか、贈答品にも定評のあ
る和菓子屋さんの春の練りきり。数々の受賞歴を誇る和
菓子職人が創り上げる絶妙な色合い
の菖蒲はまるでアートのよう。

奥の厨房で丁寧に手作りされた和菓子がリーズナブルに
買える、街の和菓子屋さん。創業50年を超える老舗の技
が冴える春の練りきりは、甘過ぎな
い出来立ての美味しさ。

アイスもシャーベットも全てオリジナル。2種類のお酒がほ
んのり効いた大人向けパフェ。

こう てる

（12×12cm）





 







宝永堂 1階・ジュエリーフロアが生まれ変わりました

2 0 1 6 年 3 月 、煌 めきの 改 装 オ ープ ン

〒194-0013  東京都町田市原町田6-1-17（JR横浜線 町田駅前）　　営業時間／10:00AM→6:30PM〈水曜定休〉
宝永堂のお茶道具Webショップ  http://www.e-hoeido.jp/

TEL. 042-723-1555

各フロアのご案内　地下1階・1階＝ジュエリーフロア／2階＝茶道具フロア／3階＝茶道具催事場／4階＝ジュエリー催事場

宝永堂隣オリックスレンタカー
駐車場をご利用ください

お得がいっぱい、宝永堂〈友の会〉についての詳しいパンフレットを
ご用意しています。店頭スタッフまでお申し付けください。

改装完成予想イメージCG

ブランドジュエリー、ダイヤモンドジュエリーもデザイン豊富に取り揃えました

from New York

改装完成予想イメージCG

インポートジュエリー

オリジナリティ豊かな
旬のデザインを厳選しました。
トレンド感と遊び心いっぱいのジュエリーを
宝永堂でお楽しみください。

I M P O R T
JEWE L RY

ブライダルジュエリー取り扱いブランド●
ロイヤルアッシャーダイヤモンド／ラザールダイヤモンド／ニナリッチ
ブルーリバー／Jun Okina／ノクル／プレステージコレクション 他

改装完成予想イメージCG

ブライダルサロン

ブライダルサロンがリニューアルオープン。
お二人の大切な記憶に、いつまでも刻まれる
ジュエリーをご提案いたします。

B R I D A L
S A L O N

兵
隊
蟻
の
五
○
○
○
キ
ロ

三橋 國民著

七十年目の夏に綴った、語り継がなくてはならない命の物語。
太平洋戦争末期のニューギニア戦線から生還した著者が綴る鎮魂の追想記。兵士となった若者たちは、如何に生き、如何に死したのか。
凄まじい事実、途轍もない風景が透徹した筆致で紡がれる。 定価： 1,188円（本体1,100円）　仕様： 四六判（188mm×130mm）　並製　208ページ

NHK出版お客様注文センター　　TEL 0570-000-321（ナビダイヤル）　受付時間　9：30～17：30／土・日・祝日を除く

送料は部数に関わらず無料です。（海外発送はお受けしておりません）
※一部のIP電話やPHS等で上記の番号につながらない場合は、044-829-3650へおかけください。　※お電話でのお申込みの場合には、必ずこの案内を見たことをオペレーターにお告げください。

NHK出版　https://www.nhk-book.co.jp/

造形美術家　社団法人日展参与　社団法人光風会名誉会員　町田市名誉市民　東京都名誉都民

鎮
魂  

遥
か
な
る
ニュー
ギ
ニ
ア



特
集
◎

春
の
花
め
ぐ
り

町田市成瀬　東雲寺

町
田
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ガ
ジ
ン

34
Vol.

年
3回
発
行

2016年
3月

15日
発
行

［
発
行
］
町
田
市
市
民
部
市
民
協
働
推
進
課
　［
企
画
・
制
作
］
株
式
会
社

V
isio

n
D

e
sig

n

〒
19

4
-8

5
2

0  東
京
都
町
田
市
森
野

2-2-2
2　
町
田
市
役
所

2F
T

E
L 0

4
2-724

-4
3

6
2

町
田
市
／
株
式
会
社

V
isio

n
D

e
sig

n




